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～ 長岡市が目指す自立 ～～ 長岡市が目指す自立 ～

自 助自 助
自分のことを自分でする自分のことを自分でする
生きがいづくり、介護予防、

健康管理など
生きがいづくり、介護予防、

健康管理など

共 助共 助
社会保険制度による

サービス
社会保険制度による

サービス
介護保険、医療、年金など介護保険、医療、年金など

互 助互 助
みんなの支え合いみんなの支え合い

周りの人同士の助け合い、
町内会・自治会の活動、
ボランティア活動など

周りの人同士の助け合い、
町内会・自治会の活動、
ボランティア活動など

公 助公 助
行政による支援行政による支援

高齢者福祉、障害者福祉、
生活保護などの
行政による支援

高齢者福祉、障害者福祉、
生活保護などの
行政による支援

1 介護保険制度のしくみ

・保険料を支払う
・介護が必要な
　ときに申請

・保険証を交付
・認定結果等を通知

相談

連携 連携

サービスの提供
・在宅の人のためのサービス
・施設に入所するサービス
　（地域密着型サービスを含む）

サービスを利用し、
所得に応じた負担
割合で費用の
１割～３割を支払う

支援

費用のうち保険給付分を支払う

費用のうち保険給付分を請求

40歳以上の人（被保険者）
・保険料を納めます。
・介護や支援が必要と認定され
た場合、１割～３割の負担で
サービスを利用できます。

サービス事業所
・介護や支援のサービスを
提供します。

地域包括支援センター
・高齢者に関する総合的
な支援をします。

長岡市（保険者）
・制度を運営します。
・要介護認定を行います。
・サービスの確保、整備を
します。

　長岡市に住所がある40歳以上の人が、長岡市の介護保険の加入者（被保険者）です。
　年齢によって第 1号被保険者と第 2号被保険者に分かれ、サービスを利用できる条件、保険料の決
まり方などが異なります。

40歳以上のみなさんが加入者です

介護保険の保険証が交付されます

サービスを利用できる人 介護が必要であると認定された人
（介護が必要になった原因は問いません。）

下記に記載されている「特定疾病」により、
介護が必要であると認定された人

本人と世帯員の住民税課税状況や本人の
所得などに応じて決まります。（▶P19）

加入している医療保険の算定方法により
決まります。（▶P２0）

全員に交付されます。（▼下記参照） 要介護認定を受けた人に交付されます。

年金額が一定額以上の人は年金からの納
付、それ以外の人は納付書払いや口座振
替などで納付します。（▶P２0）

令和８年７月１日発行分から、介護保険被保険者証の用紙の色を薄むらさき色から「うぐいす色」に変更しました。
なお、変更は用紙の色のみで、記載項目や内容に変更はありません。
現在お持ちの薄むらさき色の被保険者証も、これまでどおりご使用いただけますので、差し替えの手続きは不要です。

医療保険料に介護保険料を上乗せして納
付します。（▶P２0）

保険料の決まり方

保 険 料 の 納 め 方

保 険 証 の 交 付

第１号被保険者
【65歳以上の人】

第２号被保険者
【40歳～64歳の人】

次のようなときに必要ですので、大切に保管してください。

●６５歳の誕生月の前月に、長岡市から「介護保険被保険者証」が郵送されます。
●４０歳～６４歳の人（第２号被保険者）は、要介護・要支援の認定を受けた場合などに交付されます。

●要介護認定申請をするとき、基本チェックリストによる判定を受けるとき
●介護保険サービスを利用するとき
●ケアプランの作成を依頼するとき

2 介護保険の加入者と保険証

介護保険被保険者証

※介護保険被保険者証の色が変わりました

　介護保険は、介護が必要になっても高齢者が地域で安心して暮らしていけることを目指すとともに、
いつまでも自立した生活を送れるように支援します。

　長岡市は、「自立」について次のように定めています。
　「高齢者が、医療や介護、生活支援等を必要とする状況になっても生活の質を維持・向上しながら、
自分らしく暮らす」
　そのためには…
　一人一人が自分の健康や生活状況についての意識を持ち、自らの生活の質の維持・向上に向けて
取り組むことが重要です。

医療保険に加入している４０歳～６４歳の人（第２号被保険者）で
介護サービスを利用できるのは下記の特定疾病により介護が必要と認定された人です。

●がん末期  ●関節リウマチ  ●筋萎縮性側索硬化症  ●後縦靭帯骨化症  ●骨折を伴う骨
粗しょう症  ●初老期における認知症  ●パーキンソン病関連疾患  ●脊髄小脳変性症

●脊柱管狭窄症  ●早老症  ●多系統萎縮症  ●糖尿病性神経障害・糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症  
●脳血管疾患  ●閉塞性動脈硬化症  ●慢性閉塞性肺疾患  ●両側の膝関節又は股関節に著しい変形を
伴う変形性関節症

特定疾病
きんいしゅく そくさく

せきちゅう きょうさく

こうじゅう じんたい

せきずい
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